
 

 92

十年史  

 
 

1 . U M I N 1－ 大 型 汎 用 機 の ネ ッ ト ワ ー ク ( S 6 3 - H 4 )  

［ 昭 和 6 3 年 度 ］  

 U M I N は 学 術 情 報 セ ン タ ー で 運 用 す る N1 プ ロ ト コ ー ル の

学 術 情 報 網 の 中 で 運 用 さ れ る 仮 想 閉 域 網 と し て 構 想 さ れ た 。

仮 想 閉 域 網 で は 、 U M I N の 参 加 施 設 だ け が 学 術 情 報 網 内 に ソ

フ ト ウ エ ア で 定 義 さ れ た 閉 域 網 に よ っ て 相 互 に 接 続 さ れ 、 セ

キ ュ リ テ ィ 保 護 の 観 点 か ら は 比 較 的 安 全 な ネ ッ ト ワ ー ク と い

え た 。 N1 に よ る ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築 は 、 当 時 の 開 原 運 営 委

員 長 が 学 術 情 報 セ ン タ 、 大 型 計 算 機 セ ン タ と 相 談 し て 検 討 し

た 結 果 出 さ れ た 結 論 で あ っ た 。 当 時 既 に イ ン タ ー ネ ッ ト は あ

っ た が ま だ 今 後 普 及 す る か ど う か 明 ら か で は な か っ た こ と 、

医 療 分 野 で は セ キ ュ リ テ ィ の 維 持 が 重 要 で あ る が 、 セ キ ュ リ

テ ィ 保 護 機 構 の ほ と ん ど 考 え ら れ て い な か っ た 当 時 の イ ン タ

ー ネ ッ ト は 医 療 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク を 構 築 す る た め の イ ン フ ラ

ス ト ラ ク チ ャ ー と し て 適 さ な い と 考 え ら れ た こ と に よ る 。 こ

の 結 論 は 、 昭 和 63 年 3 月 に 開 催 さ れ た 大 学 医 療 情 報 ネ ッ ト

ワーク調査委員会で更に検討され、承認された。  

昭和 63 年 5 月 に U M I N コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム の 仕 様 書 が

策定され、入札が行われた。日本 I B M 株式会社、日立製作所

株 式 会 社 、 富 士 通 株 式 会社の 3 社 が 入 札 に 参 加 し た 。 予 定 価

格 は 、 メ ー カ ー 側 の 予 想 よ り も 相 当 に 低 く 、 各 社 と も 予 想 外

の 低 さ に 開 札 当 日 に な っ て 驚 い た と い う 話 が 伝 え ら れ て い る 。

結 局 、 日 立 製 作 所 が 落 札 し た 。 日 立 は 、 医 療 関 係 の コ ン ピ ュ

ー タ シ ス テ ム で の 実 績 が 少 な く 、し か も U M I N を 担 当 す る 部

門 が 医 療 部 門 で は な い （ 公 共 情 報 事 業 部 ・ 公 共 営 業 事 業 部 ）

と い う こ と で 、 医 療 関 係 の 話 が 通 じ る か 当 時 は 大 い に 心 配 さ

れたという。  

年 末 に 、 日 立 製 作 所 製 の 大 型 汎 用 機 M640 が 東 大 病 院 に 納
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入 さ れ た 。 東 大 側 で は マ シ ン 室 の 確 保 に 非 常 に 苦 労 し 、 や っ

と の こ と で 旧 中 央 診 療 棟 地 下 に 納 入 場 所 を 確 保 し た 。 U M I N

コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム の 初 期 の 設 定 ・ 開 発 作 業 は こ の 劣 悪 な

環 境 の 部 屋 で 行 わ れ る こ と に な っ た ｡ 開 発 さ れ た シ ス テ ム は 、

電 子 メ ー ル シ ス テ ム 及 び 薬 剤 添 付 文 書 ・ 病 名 デ ー タ ベ ー ス ・

医 育 機 関 名 簿 ・ 和 雑 誌 特 集 記 事 等 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン デ ー タ

ベ ー ス 検 索 シ ス テ ム で あ っ た 。 U M I N 事 務 局 と 日 立 製 作 所 の

担 当 シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア の 間 で 、月 2 回 の 定 例 会 が 開 催 さ れ 、

開 発 状 況 の 報 告 ・ 開 発 方 針 が 検 討 さ れ た 。 納 期 が 決 ま っ て お

り 、 U M I N 側 の 要 求 レ ベ ル も 高 か っ た た め 、 開 発 作 業 は 大 変

なもので連日に近い徹夜作業となった。  

年 度 末 の平成元年 3 月 に は 、 東 京 大 学 大 型 計 算 機 セ ン タ ー

（ 現 情 報 基 盤 セ ン タ ー ）と の N1 接 続 と 国 際 V A N へ の 接 続 作

業が終了した。  

 

［ 平 成 元 年 度 ］  

4 月 1 日 付 け で U M I N に 専 任 教 官 の 助 教 授 ポ ス ト が 認 め ら

れ た ｡ こ の 当 時 す で に 国 家 公 務 員 の 定 員 削 減 が 叫 ば れ て お り ､

1 名 と は い え 純 増 で 専 任 教 官 の 定 員 が 確 保 で き た の は 幸 い で

あ っ た 。 適 任 者 が す ぐ に 見 つ か ら な い た め 、 当 時 大 学 院 生 で

あ っ た 大 江 和 彦 が 専 任 助 教 授 の ポ ス ト を 助 手 に 下 げ て 就 任 し 、

中 央 医 療 情 報 部 助 教 授 の 大 橋 靖 雄 と U M I N に 関 す る 実 務 を 分

担 す る こ と に な っ た 。 6 月 に マ シ ン 室 が 旧 中 央 診 療 棟 2 階 に

移転して、 SE の作業環境が改善した。  

最 初 の 運 営 委 員 会 が 平 成 元 年 の 9 月 に 開 催 さ れ 、 開 原 成 允

が 初 代 の 運 営 委 員 長 と な っ た 。 U M I N の 運 営 組 織 と し て 、 運

営 委 員 会 の 他 、 事 務 、 薬 剤 等 の 職 種 別 の 専 門 家 の 委 員 会 を 設

置 す る こ と が 構 想 さ れ 、 実 現 に 向 け て 各 部 門 に 働 き か け が 始

め ら れ た 。 こ れ は 、 各 部 門 に U M I N の趣旨や U M I N で 可 能

に な る こ と 等 を 説 明 し て 協 力 を も と め る と い う 困 難 な 作 業 で

あ っ た 。 こ の 当 時 は 、 コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ ト ワ ー ク は 一 般 に 知

ら れ て お ら ず 、 そ の 機 能 や 役 割 を イ メ ー ジ で き る 人 は ほ と ん
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ど い な か っ た 。 最 初 に 薬 剤 小 委 員 会が 組 織 さ れ 、 活 動 を 始 め

た 。 折 井 孝 男 が 小 委 員 長 に 就 任 し た 。 薬 剤 添 付 文 書 や 医 薬 品

マ ス タ ー の 共 同 購 入 が す ぐ に ス タ ー ト し た 。 こ れ ら の デ ー タ

ベ ー ス は 、 オ ン ラ イ ン で も 提 供 さ れ た が 利 用 形 態 は 磁 気 テ ー

プ の 配 布 に よ る も の が 多 か っ た 。 こ の 方 が 当 時 は 運 用 が 楽 で

あったからである。  

こ の 年 度 に は 、 学 術 情 報 セ ン タ ー 及 び 接 続 予 算 の 認 め ら れ

た 8 大 学 （ 北 海 道 大 学 、 東 北 大 学 、 東 京 大 学 、 名 古 屋 大 学 、

京 都 大 学 、 大 阪 大 学 、 岡 山 大 学 、 九 州 大 学 ） と の 接 続 作 業 が

行 わ れ た 。 接 続 予 算 は 、 接 続 に 必 要 な DSU と 呼 ば れ る 機 器

を レ ン タ ル す る の に 必 要 な 経 費 の こ と で あ り 、月額 50 万 円

で あ っ た 。 接 続 作 業 と テ ス ト の た め に 、 U M I N 事 務 局 と 日 立

製 作 所 の ス タ ッ フ が 現 地 に 出 張 し 、 各 大 学 病 院 の ス タ ッ フ と

そ の 病 院 の 病 院 情 報 シ ス テ ム を 納 入 し て い る メ ー カ ー の 担 当

者 と い っ し ょ に 接 続 作 業 ・ テ ス ト を 行 っ た 。 あ わ せ て 各 大 学

病 院 の 学 内 で 、 U M I N の 紹 介 と 利 用 の た め の 講 習 会 が 行 わ れ

た 。 1 大 学 を 接 続 す る た び に こ れ ら が 繰 り 返 さ れ た わ け で 、

接 続 に は 大 変 な 労 力 が 必 要 で あ っ た 。 並 行 し て 、 A M A / N e t

や B i t n e t 等 の 海 外 の ネ ッ ト ワ ー ク と の 接 続 作 業 も 行 わ れ た 。 

平 成 2 年 3 月 に は 、 接 続 作 業 と ア プ リ ケ ー シ ョ ン の 開 発 作

業が終了し、 U M I N は 8 大 学 で 正 式 運 用 を 開 始 し た 。 こ れ に

合 わ せ て 、 U M I N の 開 所 式 が 東 京 大 学 山 上 会 館 で 盛 大 に 挙 行

された。平成 2 年 3 月 に 大 橋 靖 雄 が 東 大 医 学 部 保 健 学 科 疫 学

講座の教授として栄転し、 U M I N を離れた。  

 

［ 平 成 2 年 度 ］  

7 月 に 櫻 井 恒 太 郎 が 京 大 医 療 情 報 部 講 師 か ら U M I N 専 任 の

助 教 授 と し て 着 任 し た 。 大 江 和 彦 は 、 大 橋 靖 雄 の 後 任 と し て

講師に昇任した。  

U M I N 側 の 働 き か け に 応 じ て 、 各 部 門 毎 の 小 委 員 会 の 整 備

が 進 ん だ 。5 月 に は 第 1 回 看 護 小 委 員 会 が 開 催 さ れ 、1 2 月 に

は事務小委員会の発足準備会、平成 3 年 3 月 に は 第 1 回 の 事
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務小委員会が開催された。  

こ の 年 度 は 、 新 た に 8 大学（ 群 馬 大 学 、 鹿 児 島 大 学 、 新 潟

大学、長崎大学、金沢大学、熊本大学、神戸大学、広島大学）

の 新 規 接 続 が 行 わ れ た 。 ま た 11 月 に は 電 子 会 議 室 の 運 用 が

開始された。  

 

［ 平 成 3 年 度 ］  

この年度は、 7 大 学 （ 鳥 取 大 学 、 愛 媛 大 学 、 琉 球 大 学 、 弘

前大学、千 葉 大 学 、筑波大学、信州大学）が 新 規 接 続 さ れ た 。

登 録 利 用 者 数 が よ う や く 1 0 0 0 人を超え、接 続 大 学 は 計 2 3 大

学になった。また文部省に初めて U M I N の 端 末 が 設 置 さ れ 、

文部省から U M I N が 利 用 可 能 に な っ た 。 N1 接 続 は 、 異 機 種

間 の 接 続 で あ り 、 当 時 は 接 続 の た め の 打 ち 合 わ せ や 機 器 の 調

整 が 必 須 で あ っ た 。 こ の 目 的 の た め に 、 各 大 学 病 院 の 病 院 情

報 シ ス テ ム の ベ ン ダ ー で 技 術 小 委 員 会 （ 旧 ） が 組 織 さ れ て 、

U M I N 事務局との間で技術的な話しあいが行われた。  

 

［ 平 成 4 年 度 ］  

4 月 に U M I N の ニ ュ ー ス レ タ ー が 創 刊 さ れ 、 本 年 度 中 に 3

号まで発行された。  

この年度は、 5 大 学 （ 旭 川 医 大 、 高 知 医 大 、 香 川 医 大 、 島

根 医 大 、 浜 松 医 大 ） が 新 規 接 続 さ れ ( N 1 )、 計 2 8 大 学 病 院 が

接 続 さ れ た 。 し か し 、 こ の 頃 に な っ て も 、 ユ ー ザ イ ン タ ー フ

ェ イ ス 等 の 機 能 の 貧 弱 さ 、 レ ス ポ ン ス 速 度 の 遅 さ 、 端 末 の 数

の 少 な さ （ 高 価 な た め ） 等 の た め に 利 用 者 、 利 用 件 数 と も 十

分な数に至らなかった。  

平成 5 年 3 月 に 各 大 学 の 実 務 担 当 者 を 集 め て は じ め て 利 用

者 会 議 が 開 催 さ れ た 。 こ の 席 で 、 U M I N 次 期 シ ス テ ム の 方 針

等 も 議 論 さ れ た 。 こ の 頃 、 イ ン タ ー ネ ッ ト が 全 世 界 に 急 速 に

普 及 し つ つ あ っ た 。 日 本 で も 、 医 学 ・ 医 療 分 野 の ネ ッ ト ワ ー

ク情報サービスを始める人が何人も出てきた。  
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2 . U M I N 2－ イ ン タ ー ネ ッ ト へ の 接 続 ( H 5 - 7 )  

［ 平 成 5 年 度 ］  

 イ ン タ ー ネ ッ ト の 普 及 は 、U M I N の 役 割 ・ 意 義 に つ い て の

議 論 を 引 き 起 こ し た 。 U M I N 設 立 の 頃 に は 、 日 本 で は イ ン タ

ー ネ ッ ト は ご く 一 部 の 研 究 者 に 実 験 的 に 利 用 さ れ て い る に 過

ぎ な か っ た 。 情 報 の 伝 達 は 出 版 、 放 送 、 郵 便 、 電 話 、 専 用 回

線 等 の 手 段 に 限 定 さ れ 、 多 数 の 人 に 対 し て メ ッ セ ー ジ を 伝 達

す る に は 多 額 の 費 用 が か か り 、 個 人 の 力 で は 困 難 で あ っ た 。

つ ま り 「 情 報 提 供 ・ 交 流 の た め の イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ャ ー 」

そ の も の が そ れ 自 体 で 大 き な 価 値 が あ っ た の で あ る 。 そ れ が

イ ン タ ー ネ ッ ト に よ っ て 、 安 価 に 実 現 し て し ま う こ と に な っ

たのである。  

 大学等のインターネット接続環境のあるところでは、多少

の 技 術 さ え あ れ ば 、 パ ソ コ ン 一 台 と フ リ ー ウ エ ア ー を 使 っ て

情 報 サ ー ビ ス の 提 供 が 可 能 と な っ た 。 電 子 メ ー ル 、 ニ ュ ー ス

等 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 、 G o p h e r や W W W 等 を 利 用 し た 情

報 発 信 が 比 較 的 簡 単 に で き る よ う に な っ た 。 個 人 の 判 断 で 自

由 に 世 界 中 に 情 報 サ ー ビ ス が で き 、 個 人 の 創 意 や 工 夫 を 生 か

す こ と が で き る こ と は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト の 大 き な メ リ ッ ト と

さ れ た 。 リ ソ ー ス の ネ ッ ト ワ ー ク を 利 用 し た 分 散 処 理 ・ 管 理

の 利 点 が 説 か れ 、 U M I N の よ う な 集 中 型 の コ ン ピ ュ ー タ セ ン

タ ー は 不 要 で あ る と 考 え る 人 も 現 れ た 。 個 人 の ボ ラ ン テ ィ ア

レ ベ ル の 情 報 サ ー ビ ス が イ ン タ ー ネ ッ ト 普 及 初 期 に は 一 部 の

医 学 ・ 医 療 関 係 者 に よ っ て 熱 心 に 行 わ れ た 。 大 変 な 努 力 で 自

ら 情 報 を 収 集 ・ 作 成 し て 、 提 供 を 行 っ て い る 医 学 ・ 医 療 関 係

者が何人か現れ、人気を集めた。  

イ ン タ ー ネ ッ ト の 普 及 が 進 む 中 で 、 U M I N 第 2 期 シ ス テ ム

の リ プ レ ー ス が 行 わ れ る こ と に な っ た 。 U M I N 側 で も 必 ず し

も 今 後 の ネ ッ ト ワ ー ク サ ー ビ ス の あ り 方 や U M I N の 役 割 が は

っ き り と 明 確 に な っ て い た わ け で は な か っ た 。 仕 様 書 の 作 成

に あ た っ て は 、 今 後 の 方 向 性 も 踏 ま え て 、 い ろ い ろ な 議 論 が
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行 わ れ た 。 イ ン タ ー ネ ッ ト と そ こ で 使 用 さ れ る T C P / I P プ ロ

ト コ ー ル の 技 術 的 な 優 位 性 が 次 第 に 明 ら か に な っ て き た 一 方

で 、 N1 は 世 界 標 準 か ら は ず れ る 上 、 機 能 的 に も ま っ た く 不

十 分 で 将 来 性 に も 欠 け て い た 。 こ の た め 、 今 後 の U M I N は

T C P / I P を 利 用 し た イ ン タ ー ネ ッ ト ベ ー ス で の 接 続 に 移 行 す

る と い う 方 向 性 が 決 定 さ れ た 。 し か し な が ら 、 U M I N に は 既

存の N1 接 続 の 大 学 も あ り 、 こ れ に 対 し て サ ー ビ ス を 継 続 す

る 必 要 が あ っ た 。 こ の た め 、 仕 様 書 は 、 N1 接 続 （ こ の シ ス

テ ム は U M I N 1 と 呼 ば れ る こ と に な っ た ） と イ ン タ ー ネ ッ ト

接 続 （ こ の シ ス テ ム は U M I N 2 と 呼 ば れ る こ と に な っ た ） の

両 方 の シ ス テ ム を 導 入 し て 相 互 乗 り 入 れ を 行 う 仕 様 に な っ た 。

7 月 に 入 札 が 行 わ れ ､ 日本 I B M 株 式 会 社 と 日 立 製 作 所 の 2 社

が応札し、日立製作所株式会社が落札した。  

 平 成 6 年 1 月 に 新 シ ス テ ム の 機 器 が 搬 入 さ れ て 、稼 動 を 開

始 し た 。 新 た に イ ン タ ー ネ ッ ト 接 続 用 の シ ス テ ム が 開 発 さ れ

た（ U M I N 2）。 U M I N 1 か ら U M I N 2 へ の ゲ ー ト ウ エ イ が 開 発

さ れ 、 U M I N 1 経 由 で U M I N 2（ イ ン タ ー ネ ッ ト ） が 使 え る よ

う に 設 計 さ れ た 。 U M I N 側 で 指 定 し た 仕 様 に あ っ た パ ッ ケ ー

ジ 製 品 は 存 在 し て い な か っ た た め 、 ほ と ん ど の シ ス テ ム が 作

り 込 み に な っ て し ま っ た 。 当 時 、 イ ン タ ー ネ ッ ト や T C P / I P

に つ い て シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア に は 経 験 や 知 識 も 少 な く 、 日 本

語 の 情 報 は ほ と ん ど な か っ た 。 こ の た め 、 英 文 の 文 献 を 読 ん

で 勉 強 し な が ら 、 シ ス テ ム を 構 築 し て い く と い う 非 常 に 辛 い

作 業 に な っ た 。 納 期 に 間 に 合 わ せ る た め の 努 力 は 大 変 な も の

で あ っ た 。 具 体 的 な U M I N 2 の 機 能 は 、 電 子 メ ー ル 、 ネ ッ ト

ニ ュ ー ス 、 各 種 デ ー タ ベ ー ス 検 索 シ ス テ ム （ 医 薬 品 添 付 文 書

検 索 、 医 薬 品 副 作 用 検 索 、 医 育 機 関 名 簿 検 索 、 服 薬 指 導 ） で

あ っ た 。当 時 は 、G o p h e r が 普 及 し て い た 時 期 で あ っ た た め 、

U M I N 2 は G o p h e r の イ ン タ ー フ ェ イ ス を 意 識 し て 設 計 さ れ 、

ま た U M I N 2 の 画 面 か ら G o p h e r を利 用 で き る よ う に 構 築 さ

れた。U M I N 2 と 画 面 と G o p h e r の 画 面 が シ ー ム レ ス に 統 合 さ

れており、各種の検索・データ収集は U M I N 2、文書の掲載・
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参 照 は G o p h e r で 行 わ れ た 。 3 月 に は 、 新 た に 中 毒 デ ー タ ベ

ースの提供が Gopher で始まった。  

 こ の 年 度 の 新 規 接 続 は 、5 大 学（ 山 形 大 学 、福 井 医 科 大 学 、

山 梨 医 科 大 学 、 東 京 医 科 歯 科 大 学 、 滋 賀 医 科 大 学 ） で あ っ た

が 、 山 形 大 学 を 除 い た 4 大 学 は 、 T C P / I P 接 続 で 接 続 さ れ る

こ と に な っ た 。 こ の 後 の 接 続 は 、 原 則 と し て T C P / I P（ イ ン

タ ー ネ ッ ト ） 接 続 で 行 う 方 針 が 決 定 さ れ た 。 セ キ ュ リ テ ィ 上

の 問 題 は 残 る が 、 当 面 は 患 者 情 報 を 取 り 扱 わ な い こ と 、 将 来

的 に T C P / I P に よ る 専 用 回 線 か ま た は 暗 号 処 理 に よ っ て 問 題

が 解 決 で き る こ と が 予 想 さ れ る こ と か ら 移 行 に 踏 み 切 っ た 。

T C P / I P の 採 用 に よ っ て 、 フ ル テ キ ス ト 画 面 の 利 用 が 可 能 に

なり、利便性が非常に増した。  

 

［ 平 成 6 年 度 ］  

6 月 に 第 2 期システム ( U M I N 2 )の 公 式 運 用 が 開 始 さ れ た 。

イ ン タ ー ネ ッ ト を 介 し て 個 人 の 資 格 で U M I N 2 を 利 用 す る こ

と が 承 認 さ れ 、 8 月 に 登 録 受 付 が 開 始 さ れ た 。 新 シ ス テ ム

( U M I N 2 )は、旧システム ( U M I N 1 )よ り も は る か に 使 い 勝 手 も

よく、利用者が次第に増えていった。  

平 成 6 年 に 入 る と 、G o p h e r の 数 年 後 に 出 た W W W の 方 が は

る か に 優 勢 に な り 、 W W W に よ る 情 報 提 供 が 増 え て き た 。

W W W の機能は G o p h e r の 上 位 互 換 で あ っ た と い う こ と も あ

り、既存の G o p h e r リソースも W W W ブ ラ ウ ザ ー で 利 用 で き

た こ と が W W W の 普 及 を 促 進 し た 。 U M I N で も 、 平 成 6 年 5

月 か ら W W W サ ー バ を 開 設 し て サ ー ビ ス に 乗 り 出 し た 。 こ れ

以 降 新 規 の 情 報 収 載 ・ プ ロ グ ラ ム 開 発 は 、 原 則 と し て W W W

で行われるようになった。  

 こ の 年 度 に 、3 月 に は 新 た に 9 大 学（ 秋 田 大 学 、三 重 大 学 、

富 山 医 科 薬科大学、岐 阜 大 学 、大 分 医 科 大 学 、佐 賀 医 科 大 学 、

山 口 大 学 、 徳 島 大 学 、 宮 崎 医 科 大 学 ） が 新 規 接 続 さ れ 、 本 年

度を持って 42 大 学 す べ て の 接 続 が 終 了 し た 。 接 続 方 法 は 、

す べ て T C P / I P で あ た 。 業 務 向 け の サ ー ビ ス の た め に は 、 す
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べ て の 大 学 で 利 用 で き る こ と が 重 要 で あ る が 、 本 年 度 を も っ

て こ の 条 件 が 満 た さ れ る こ と に な り 、 本 格 的 な 業 務 利 用 の 増

加が期待された。  

 

［ 平 成 7 年 度 ］  

7 月 に 学 会 デ ー タ ベ ー ス の 収 集 ・ 掲 載 が 開 始 さ れ た ｡1 0 月

には登録利用者が 5 千人を突破した ｡  

12 月に、文部省文書広報システムが稼動した。同時に各大

学 病 院 事 務部 幹 部 （ 課 長 補 佐 以 上 ） 職 員 に 官 職 指 定 ア ド レ ス

の 発 行 が 行 わ れ た が 、こ れ は 同 シ ス テ ム を 参 照 す る た め の I D

と し て 利 用 さ れ た ｡  初期のシステムでは、文部省からの F A X

画 像 を 自 動 的 に U M I N  W W W サ ー バ に 取 り 込 ん で 表 示 す る も

の で あ っ た が 、F A X の 解 像 度 が 低 い た め に 読 み に く か っ た こ

と 、 紙 で の 通 知 も 従 来 同 様 に 行 わ れ た た め に 利 用 頻 度 は あ ま

り高くならなかった。  

 

 

3 . U M I N 3－ G U I の 登 場 ( H 8 - )  

［ 平 成 8 年 度 ］  

  平成 8 年 4 月 に 櫻 井 恒 太 郎 が 北 大 病 院 医 療 情 報 部 教 授 に 栄

転 し 、5 月に木内貴弘が東大医学部健康科学・看護学会 疫 学 ・

生 物 統 計 学 講 座 助 手 か ら U M I N 専 任 教 官（ 東 大 病 院 中 央 医 療

情 報 部 講 師 ） と し て 着 任 し た 。 こ の こ ろ 登 録 者 数 が 1 万 人 を

突破した。  

平 成 8 年 時 点 で は 、Windows や M a c i n t o s h に よ る グ ラ フ ィ

カ ル ユ ー ザ イ ン タ ー フ ェ イ ス の 利 用 は 既 に 当 た り 前 に な っ て

い た が 、W W W の 普 及 で ネ ッ ト ワ ー ク サ ー ビ ス も グ ラ フ ィ カ

ル ユ ー ザ イ ン タ ー フ ェ イ ス 主 体 の も の が 中 心 と な り つ つ あ っ

た 。 こ の た め 、 U M I N 2 シ ス テ ム の キ ャ ラ ク タ ー ベ ー ス の イ

ン タ ー フ ェ イ ス は 次 第 に 時 代 遅 れ と 感 じ ら れ る よ う に な っ て

きた。このため、サービスの W W W へ の 全 面 的 な 移 行 が 計 画

さ れ 、 実 行 に 移 さ れ た 。 移 行 作 業 は 、 最 も 技 術 的 に 困 難 の 予
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想 さ れ た 電 子 メ ー ル と ニ ュ ー ス シ ス テ ム か ら 行 わ れ た 。 こ れ

ら の シ ス テ ム で は 、 状 態 の 保 持 が 動 作 上 不 可 欠 で あ っ た が 、

W W W で 利 用 さ れ る H T T P で は 状 態 の 保 存 が 仕 様 上 不 可 能 な

た め 、 別 個 の デ ー モ ン ソ フ ト ウ エ ア を 介 在 さ せ る 等 の 高 度 な

技術的な工夫がなされた。業務利用に耐える W W W ベ ー ス の

電 子 メ ー ル 、 ニ ュ ー ス （ U M I N 3 電 子 メ ー ル ・ ニ ュ ー ス シ ス

テム）は 、世界的にも U M I N が 初 め て 開 発 し た と 考 え て い る 。

こ の シ ス テ ム に は 、 通 常 の 電 子 メ ー ル ク ラ イ ア ン ト を 利 用 す

る 場 合 と 比 較 し て 、 大 き な メ リ ッ ト が あ る こ と が わ か っ て き

た 。 ま ず 利 用 者 は I D と パ ス ワ ー ド を い れ る だ け で ブ ラ ウ ザ

ー か ら 利 用 が 可 能 で あ り 、 事 前 の 設 定 が 不 要 な こ と で あ る 。

こ れ に よ っ て 、 1 台 の 端 末 を 複 数 の 人 で 共 有 し て い る 状 況 で

の利用や出張先からの利用が非常に容易になった。  

前 年 度 稼 動 の 文 部 省 文 書 広 報 シ ス テ ム は 、 F A X 画 像 が 読 み

に く か っ た た め 、 ワ ー プ ロ や 表 計 算 の フ ァ イ ル が 手 に 入 る 場

合 （ 主 と し て 文 部 省 作 成 の 文 書 ） は 電 子 媒 体 の ま ま 、 紙 の 書

類 し か 手 に 入 ら な い 場 合 に は 、 U M I N 事 務 局 で 紙 か ら 直 接 ス

キ ャ ナ ー に 取 り 込 ん で 提 供 す る こ と に な っ た 。 文 部 省 医 学 教

育 課 の 積 極 的 な 支 援 に よ り 次 第 に 掲 載 さ れ る 文 書 が 増 え て い

った。  

9月 よ り 、 患 者 票 等 収 集 シ ス テ ム の 試 験 運 用 及 び 物 品 （ 医

療 材 料 ） マ ス タ ー シ ス テ ム の 運 用 が 始 ま っ た 。 前 者 は 、 各 大

学 病 院 が 保 健 所 に 提 出 し て い る 患 者 票 ・ 従 事 者 票 の デ ー タ を

毎 月 オ ン ラ イ ン で 収 集 す る シ ス テ ム で 、 こ の デ ー タ か ら 毎 月

の 平 均 在 院 日 数 、 病 床 稼 動 率 等 の 計 算 が 可 能 で あ り 、 病 院 経

営 の 評 価 に 活 用 で き る 。 オ ン ラ イ ン の デ ー タ 収 集 で 労 力 や 入

力 ミ ス が 減 少 し た 他 、 リ ア ル タ イ ム で の デ ー タ の 各 大 学 病 院

へ の フ ィ ー ド バ ッ ク も 可 能 に な っ た 。 試 験 運 用 に お い て 、 各

大 学 病 院 か ら 利 用 可 能 な こ と が 確 認 さ れ 、 翌 年 度 か ら の 本 格

運 用 が 決 定 さ れ た 。  平 成 9年 1月 に は 、 団 体 代 表 電 子 メ ー ル

アドレス発行のサービスを開始した ｡  

平成 9年 3月、開原成允が東京大学の定年退官に伴い、UMINの
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運営委員長を辞職した。  

 

［ 平 成 9 年 度 ］  

4 月 に 櫻 井 恒 太 郎 が 新 し く 運 営 委 員 長 に 就 任 し た 。 ま た

U M I N は 、 独 立 の ド メ イ ン 名 ( u m i n . a c . j p )を 取 得 し た 。 ド メ

イ ン 名 取 得 に あ た り 、学 内 の U T n e t 運 営 委 員 会 の 承 諾 を 得 る

の に 苦 労 し た 。 東 京 大 学 内 に 東 京 大 学 の ド メ イ ン 名 で あ

る ”u -T o k y o . a c . j p ”を 使 用 し な い ド メ イ ン を 置 く こ と に 対 し

て 、強硬に反対する委員がいたためである ｡ こ のころから、利

用 者 の 増 加 に よ っ て マ シ ン の 負 荷 が 高 ま り 、 レ ス ポ ン ス が 非

常に悪くなっていった。  

5 月 に は U M I N 専 任 教 官 の 木 内 が 助 教 授 に 昇 任 し た 。同 月 、

ニ ュ ー ス を 電 子 メ ー ル で 読 め る メ ー ル リ ン カ ー の サ ー ビ ス を

開始した ｡ こ れ は 、W W W を利用して、好きなニュースグルー

プ の 購 読 を 登 録 で き る も の で 好 評 を 博 し た 。 ま た 運 営 の 省 力

化 の た め に 、 従 来 光 磁 気 デ ィ ス ク や 磁 気 テ ー プ で 配 布 し て い

た 薬 剤 添 付 文 書 デ ー タ ベ ー ス の デ ー タ の W W W に よ る オ ン ラ

イ ン ダ ウ ン ロ ー ド を 開 始 し た。以 後 は 各 大 学 病 院 に 依 頼 し て 、

で き る だ け オ ン ラ イ ン に 切 り 替 え て も ら う こ と に な っ た 。 6

月には、研究補助機関データベースの掲載を開始した。  

新 年 度 か ら 患 者 票 等 収 集 シ ス テ ム の 本 格 運 用 が 始 ま っ た 。

5 月 7 日 付 の 大 学 病 院 指 導 室 長 名 の 事 務 連 絡 「 病 院 報 告 及 び

患 者 紹 介 率 の 定 期 報 告 の 変 更 に つ い て 」 に よ っ て 、 今 後 は 患

者 票 等 の デ ー タ は す べ て オ ン ラ イ ン で 収 集 を 行 い 、 紙 や フ ロ

ッ ピ ー ベ ー ス で の デ ー タ 収 集 は し な い と い う こ と が 通 知 さ れ

た 。 患 者 票 等 収 集 シ ス テ ム で は 、 月 毎 の 統 計 デ ー タ が 迅 速 に

少 な い 労 力 で 集 計 で き る こ と が 立 証 さ れ た 。 文 部 省 大 臣 官 房

会 計 課 か ら 要 望 で 、 同 様 な シ ス テ ム で 予 算 関 係 の 資 料 を 収 集

す る 予 算 資 料 収 集 シ ス テ ム が 開 発 さ れ る こ と に な り 、11 月 か

ら 稼 動 を 開 始 し た 。更 に 次 年 度 の 運 用 開 始 を 目 指 し て ､ 大 学 病

院 概 況 収 集 シ ス テ ム の 開 発 が 開 始 さ れ た 。 ま た 国 立 大 学 附 属

病 院 看 護 部 長 会 議 か ら の 要 請 で 、 国 立 大 学 病 院 看 護 部 実 態 調
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査システムの開発が開始された。  

こ の 年 度 の 中 頃 か ら 、 文 部 省 文 書 広 報 シ ス テ ム の 利 用 件 数

が 急 増 し た 。 掲 載 文 書 数 が 増 え た こ と と 、 重 要 な 文 書 が オ ン

ラ イ ン で し か 提 供 さ れ な い と い う 事 態 が 生 じ て き た た め で あ

った。  

7 月から、第 62 回 日 本 循 環 器 学 会 総 会 事務局と共同で、オ

ンライン演題・抄 録 収 集 シ ス テ ム の 運 用 を 開 始 し た ｡ 本 シ ス テ

ム は 、CGI 技 術 の 特 性 を う ま く 利 用 し て 、 汎 用 に 他 の 学 会 で

も 利 用 可 能 な よ う に 設 計 さ れ た 。 演 題 ・ 抄 録 の 受 付 は 、 紙 、

フ ロ ッ ピ ー 、 オ ン ラ イ ン の 3 通 り で 行 わ れ た が ､ 比 率 は 各 々

の 1％ 以 下 、 1 2％、 88％ で 、 オ ン ラ イ ン 分 が 圧 倒 的 多 数 を 占

め、予 想 以 上 の オ ン ラ イ ン 登 録 率 に 驚 き の 声 が あ が っ た ｡ こ の

成 功 を 受 け て 、11 月 か ら 医 学 系 の 学 会 を 対 象 に オ ン ラ イ ン 演

題 登 録 業 務 を 開 始 す る こ と に 決 定 し た 。平成 10 年 1 月 に は 、

同 学 術 集 会 抄 録 の フ ル テ キ ス ト 検 索 シ ス テ ム の 提 供 を 開 始 し

た。こ の シ ス テ ム も や は り 同 様 に 汎 用 に 設 計 さ れ て お り 、様 々

な 学 会 の フ ォ ー マ ッ ト に 対 応 可 能 で あ り 、 オ ン ラ イ ン で 収 集

さ れ た 演 題 ・ 抄 録 を そ の ま ま 収 録 し て 、 検 索 に 供 す る こ と が

可能であった。  

  8 月に第 3 期 シ ス テ ム の 入 札 が 行 わ れ 、 日 立 製 作 所 1 社 が

応 札 し 、 落 札 し た 。 U M I N の シ ス テ ム は 、 第 2 期 シ ス テ ム

（ U M I N 2） で 作 ら れ た T E L N E T ベ ー ス の シ ス テ ム が 利 用 者

登 録 や 管 理 目 的 に 利 用 さ れ て い る た め 、 こ れ ら を W W W ベ ー

ス に 変 更 す る 必 要 が 生 じ 、 リ プ レ ー ス を 機 会 に 全 面 的 な

W W W へ の 各 種 シ ス テ ム の 移 行 が な さ れ た 。 更 新 作 業 は 1 0

月 に 行 わ れ た が 、主 た る O S が S o l a r i s か ら HP - U X に 変 更 に

なったこともあり、一時的に障害が頻発した。  

12 月 に M 6 4 0 を 撤 去 し 、 8 年 間 続 い た N1 の サ ー ビ ス を 休

止 し た 。 マ シ ン 停 止 の 日 に は 、 U M I N 設 立 当 初 に 働 い た 日 立

の SE が駆けつけてなごりを惜しんだ。  

Ｎ 1 が 廃 止 さ れ た た め 、 Ｎ 1 接 続 に か か る 技 術 的 な 問 題 の

検 討 を 行 う 必 要 が な く な っ た 。 そ の 一 方 で 、 イ ン タ ー ネ ッ ト
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で 利 用 さ れ て い る 技 術 を 検 討 し て 、 適 切 に 取 り 入 れ て い く 必

要 が 生 ま れ た 。 こ の た め 、 技 術 小 委 員 会 を 改 組 し て 、 大 学 の

研 究 者 主 体 の も の と し て 新 た に 再 発 足 さ せ た 。 新 生 技 術 小 委

員 長 に 事 務 局 長 の 木 内 貴 弘 が 就 任 し 、 第 1 回 目 の 技 術 小 委 員

会 が 平 成 1 0 年 3 月 に 開 催 さ れ た 。 技 術 小 委 員 会 の ホ ー ム ペ

ージも開設された。  

3 月 に 保 険 医 療 業 務 研 究 協 会 よ り 共 同 購 入 し て い る 各 種 マ

スターのオンライン配布が開始された。  

 

［ 平 成 1 0 年 度 ］  

  4 月 U M I N 3 の 電 子 メ ー ル が ア タ ッ チ メ ン ト に 対 応 し た 。

また電子会議室の運用サービスが開始された。  

平 成 1 0 年 6 月 2 日 付 け の 医 学 教 育 課 長 名 で の 1 0 高 医 3 2

号 「 厚 生 省 等 か ら の 通 知 文 書 の 送 付 方 法 の 変 更 に つ い て （ 通

知）」によって、原 則 と し て 厚 生 省 か ら 文 部 省 経 由 で 各 大 学 に

送 付 さ れ る 文 書 は す べ て U M I N で 提 供 さ れ る こ と が 全 国 の 国

公私立の大学病院に通知された。  

大 学 病 院 概 況 は 、 国 立 だ け で な く 公 私 立 大 学 病 院 の デ ー タ

収 集 も 行 わ れ て い る が 、 公 私 立 分 に つ い て は 、 翌 年 度 か ら の

収 集 開 始 と い う こ と に な り 、 国 立 大 学 病 院 の み で 稼 動 が 開 始

さ れ た 。 国 立 大 学 病 院 看 護 部 実 態 調 査 シ ス テ ム の 運 用 が 開 始

さ れ た ｡ 更 に 定 期 的 に 収 集 し て い る デ ー タ の オ ン ラ イ ン 化 を

目指して ､ 大 学 病 院資料収集システム、経 営 管 理 指 標 収 集 シ ス

テムの開発が開始された。  

8 月 に ビ デ オ ・ オ ン ・ デ マ ン ド シ ス テ ム ( V O D )の 運 用 を 開

始 し た 。 また 薬 剤 添 付 文 書 シ ス テ ム に 検 索 機 能 が つ け ら れ て

利便性が非常に増した。  

9 月 に V i s i b l e  H u m a n  P r o j e c t の ミ ラ ー サ イ ト を 開 設 し た 。

100GB 以 上 に 及 ぶ デ ー タ を 蓄 積 す る 大 き な F T P サ イ ト で あ

り 、 ミ ラ ー リ ン グ の 設 定 や デ ィ ス ク の 増 設 作 業 に 労 力 を 割 か

れ た 。 12 月 に は 、 医 療 用 語 検 索 シ ス テ ム の 運 用 を 開 始 さ れ 、

平 成 11 年 1 月には、国 立 大 学 病 院 2 0 0 0 年 問 題 ホ ー ム ペ ー ジ
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の開設が行われた。  

こ の 年 度 に は 、 オ ン ラ イ ン 演 題 登 録 シ ス テ ム が 3 学 会 （ 日

本 体 力 医 学 会 、 日 本 救 急 医 学 会 、 日 本 循 環 器 学 会 ） で 利 用 さ

れ、いずれも稼動は順調で好評を得た ｡  

 

［ 平 成 1 1 年 度 （ 本 年 度 ）］  

6 月 に 国 立 大 学 病 院 資 料 収 集 シ ス テ ム 及 び 経 営 管 理 指 標 収

集 シ ス テ ム の 運 用 が 始 ま っ た ｡ ま た 大 学 病 院 概 況 デ ー タ の オ

ン ラ イ ン 収 集 を 国 立 大 学 病 院 か ら 公 私 立 病 院 に 拡 大 さ れ た 。

定 期 的 に 国 立 大 学 病 院 か ら 収 集 さ れ て い る 統 計 デ ー タ の 収

集・配布は、ほぼすべてオンライン化されたことになる。  

こ の 年 度 の オ ン ラ イ ン 演 題 登 録 シ ス テ ム の 利 用 予 定 は 、 4

月 の 段 階 で 2 5 学 会 と 驚 異 的 な 伸 び を 示 し ､ し か も 一 度 使 っ た

学会はすべてリピータになるなど目覚しい成功を収めた ｡  

 イ ン タ ー ネ ッ ト 普 及 当 初 に 盛 ん で あ っ た U M I Nの 役 割 や 意

義 を 疑 問 視 す る 声 は 既 に 皆 無 に な っ て い た 。 一 方 、 か つ て 熱

心 に 提 供 さ れ て い た 個 人 ・ 研 究 室 レ ベ ル の 医 学 ・ 医 療 情 報 サ

ー ビ ス の ほ と ん ど は 廃 れ て し ま っ た 。 イ ン タ ー ネ ッ ト が 目 新

し い も の で な く な っ た 時 点 で 、 個 人 ・ 研 究 室 レ ベ ル で サ ー ビ

ス を 提 供 す る 動 機 が 薄 れ て し ま っ た の だ と 思 わ れ る 。 今 日 で

は、「 見 る に 値 す る 情 報 」 を 提 供 し て い る サ イ ト の 大 部 分 は 、

「 個 人 の 努 力 や 研 究 目 的 」 で 実 現 さ れ た も の で は な く 、「 組

織 」が各々の必要性から予算を出したり、「 組 織 」の 業 務 と し

て取り組んでいるものがほとんどになっている。  

個人や研究室レベルのサービスとUMINのサービスの違いは、大き

くわけて 2 つある。 即 ち 、 1 )予 算 と 定 員 に 裏 付 け ら れ た 業 務 と

し て の サ ー ビ ス と い う 性 格 、 2 )組 織 を 背 景 と し た 人 の ネ ッ ト

ワークが基礎にあるという点である。  

 

1）業務としてのサービス  

ネ ッ ト ワ ー ク 情 報 サ ー ビ ス を 業 務 と し て 運 用 し て い る 場

合 に は 、 そ う で な い 場 合 と 比 較 し て 以 下 の よ う な 大 き な 違 い
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がある。  

 

( 1 )  サービスの信頼性  

  業 務 と し て の 運 用 で は 、 十 分 信 頼 性 の 高 い サ ー バ 機 が ハ ー

ド ウ エ ア と し て 使 用 さ れ る べ き で あ り 、 ソ フ ト を 含 め た 迅 速

な保守体制が必要である。  

( 2 )  情報の保守・管理  

  業 務 と し て の 運 用 で は 、 提 供 す る 情 報 の 更 新 ・ 保 守 管 理 が

必 ず 責 任 を 持 っ て な さ れ な け れ ば な ら な い 。提 供 す る 情 報 は 、

購 入 し て も 、 作 成 ・ 保 守 し て も よ い が 、 い ず れ に し て も コ ス

トを要する。  

(3) サービスの継続性  

  単 に 継 続 し て 運 用 さ れ て き た と い う 実 績 だ け で は な く 、 今

後 も そ う で あ る と い う こ と の 予 算 的 な 裏 付 け が な け れ ば 、 業

務システムとしては安心して利用できない。  

 

上 記 の 条 件 を 満 た す た め に は 、 信 頼 性 の 高 い コ ン ピ ュ ー タ 、

最 適 な 環 境 を 提 供 す る マ シ ン 室 、 専 任 の 教 職 員 ・ シ ス テ ム エ

ンジニア、デ ー タ ベ ー ス の 購 入・開発保 守 経 費 が 必 要 と な る 。

ま た 利 用 者 登 録 や 問 い 合 わ せ へ の 対 応 等 の 業 務 に も 人 手 が か

か る 。 こ れ に は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 情 報 サ ー ビ ス 専 用 の 定 員 と 予

算 が 必 要 で あ る 。 サ ー ビ ス 運 用 の 形 態 は 集 中 型 が 望 ま し く 、

分 散 型 に は 無 駄 が 多 い 。 各 大 学 に セ ン タ ー を 分 散 す る と す る

と 、 各 大 学 毎 に 人 員 が 必 要 と な り 、 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム 及

び 関 連 設 備 も そ れ ぞ れ に 必 要 に な っ て コ ス ト が 非 常 に 増 大 す

る 。 1 大学当り 100 万 円 予 算 措 置 し て も 信 頼 性 や 継 続 性 の あ

る 情 報 サ ー ビ ス は ま っ た く 期 待 で き な い ば か り か 、 サ ー ビ ス

の 整 合 性 や 作 業 分 担 の 調 整 は 非 常 に 困 難 で あ り 、 実 際 に 何 も

機 能 し な い で あ ろ う 。年間 100 万 の 予 算 で は 何 も で き な い が 、

セ ン タ ー に 集 約 し て 4 2 0 0 万 円 （ 医 学 部 を 持 つ 国 立 大 学 は 4 2

大 学 あ る ） を 利 用 す れ ば 信 頼 性 ・ 継 続 性 の 高 い サ ー ビ ス が 提

供できるのである  
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2）人のネットワーク  

 業 務 と し て の 情 報 サ ー ビ ス は 、個 人 が「 個 人 の 希 望 や 好 み 」

で 自 由 に 行 う も の と は 根 本 的 に 異 な っ て お り 、 組 織 の 合 意 が

必 要 で あ る 。 公 式 な 各 種 の 委 員 会 を 通 し て 、 ア イ デ ア を 出 し

て も ら う こ と 、 そ し て そ れ に 対 す る 合 意 を 取 り つ け る こ と が

重 要 で あ る 。 各 専 門 分 野 で 何 が 必 要 と さ れ て い て 、 ど の よ う

な シ ス テ ム と し て 構 築 し た ら よ い のか に つ い て は 、 そ の 分 野

の 専 門 家 に し か わ か り に く い の で 、 こ う し た 専 門 家 の 組 織 は

非 常 に 重 要 で あ る 。 前 項 で 述 べ た 予 算 措 置 や 定 員 は 、 組 織 の

意 思 を 尊 重 し 、 そ の ニ ー ズ を 実 現 す る た め に 努 め る こ と の 代

償として与えられているものである。  

U M I N の本質は、「 人 の ネ ッ ト ワ ー ク 」であり、これこそ 1 0

年かけてやっと作り上げてきた U M I N の 貴 重 な 財 産 な の で あ

る 。 ネ ッ ト ワ ー ク イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ャ ー も コ ン ピ ュ ー タ シ

ス テ ム 及 び そ の 運 用 体 制 も 、 こ れ に 比 べ れ ば 本 質 的 と は い え

な い 。 薬 剤 小 委 員 会 を 例 に と っ て 以 下 具 体 的 に 説 明 す る 。 電

子 化 薬 剤 添 付 文 書 の 共 同 購 入 が 薬 剤 小 委 員 会 で 提 案 さ れ て 、

実 現 し 、 現 在 も 続 い て い る 。 2 年 前 か ら 、 U M I N で は 電 子 化

薬 剤 添 付 文 書 を オ ン ラ イ ン で ダ ウ ン ロ ー ド で き る よ う に し て

い る が 、 そ れ 以 前 は 磁 気 テ ー プ と 光 磁 気 デ ィ ス ク の み に よ る

配 布 で あ っ た 。 未 だ に こ れ ら の 磁 気 メ デ ィ ア に よ る 配 布 は 行

わ れ て い る 。 本 質 的 に 重 要 な こ と は 、 電 子 化 薬 剤 添 付 文 書 の

重 要 性 や 有 用 性 が 薬 剤 情 報 専 門 家 の 間 で 認 識 さ れ て お り 、 こ

れ の 共 同 購 入 が 薬 剤 小 委 員 会 で 提 案 さ れ 、 議 論 の 後 に 了 承 さ

れ た こ と に あ る 。 こ れ に よ っ て 、 1） 各 大 学 病 院 が 安 く 電 子

化 薬 剤 添 付 文 書 を 共 同 購 入 で き る よ う に な り、 2） 電 子 化 薬

剤 添 付 文 書 を 利 用 す る 習 慣 の な い 大 学 に も 普 及 し て 、 情 報 化

の 促 進 に つ な が っ た の で あ る 。 テ ー プ か ら オ ン ラ イ ン ダ ウ ン

ロ ー ド に 移 行 し て い く こ と は 媒 体 が 変 化 し た だ け で 本 質 的 に

重要な変化ではないのである。  

イ ン タ ー ネ ッ ト と い う イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ャ ー に よ り 、 端
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末（パソコン）の 設 置 や 接 続 の た め の コ ス ト が 大 幅 に 下 が り 、

ユ ー ザ イ ン タ ー フ ェ イ ス も 洗 練 さ れ た も の が 利 用 で き る よ う

になった。今や誰でも、1 0 年 前 と は 比 較 に な ら な い ほ ど 安 価

な 費 用 で 、 勤 務 先 や 自 宅 か ら 簡 単 か つ 安 価 に ネ ッ ト ワ ー ク を

利 用 す る こ と が で き る 。し か し 、情 報を作成・保守すること、

サ ー ビ ス の 信 頼 性 ・ 継 続 性 を 維 持 す る こ と 、 人 の ネ ッ ト ワ ー

ク を 構 築 ・ 維 持 す る こ と の 労 力 は 今 ま で と 全 く 変 わ ら な い 。

む し ろ イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ャ ー に 力 を 注 ぐ 必 要 が な く な っ た

分、その重要度は相対的に増している。  

 

 

                             執筆  木内貴弘（事務局長）  

 

注記：この 10 年 史 は 、 関 係 者 は じ め 多 く の 人 の 記 憶 と 、 事

務 局 に 残 さ れ た 資 料 を も と に 作 成 し た も の で す 。 で き る か ぎ

り 正 確 を 期 す よ う 努 力 し た つ も り で す が 、 万 一 事 実 と 異 な る

点 が あ っ た 場 合 に は ご 容 赦 く だ さ い 。 尚 、 お 気 づ き の 点 が あ

れば U M I N 事務局までご指摘くだされば幸いです。  

 

 

 

 

 


